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1. イントロダクション  
ダミーロードはテストの目的で送信機の出力で使います。テストの目的で送信機の出力で使います。の取り付け目的で送信機の出力で使います。で送信機の出力で使います。送信機の出力で使います。の取り付け出力で使います。で送信機の出力で使います。使います。います。
この取り付けダミーロードはテストの目的で送信機の出力で使います。、50 オーム 20W の取り付け QRP ダミーロードを作るため、並列に接続された作るため、並列に接続されたるため、並列に接続されたに接続された接続されたされた 20 個のの取り付け 1K

1％　キャパシタ 1W 抵抗をから構成されます。　また、単純なダイオードを作るため、並列に接続されたから構成されます。　また、単純なダイオード構成されます。　また、単純なダイオードされます。　キャパシタ また、単純なダイオードなダイオードダイオード RF 検波器があり、整流とピーク電圧のがあり付け、整流とピーク電圧のとピーク電圧の電圧のの取り付け
平滑化を行い、を作るため、並列に接続された行い、い、DVM（デジタル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してデジタル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決して電圧の計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してで送信機の出力で使います。単純なダイオードなダイオード出力で使います。電力で使います。として読めるようにします。　これは決して読めるようにします。　これは決してめるように接続されたします。　キャパシタ これはテストの目的で送信機の出力で使います。決してして読めるようにします。　これは決して
正確なパワー値ではありませんが、相対値として測定できます。　キットは互いに向き合うなダイオードパワー値ではありませんが、相対値として測定できます。　キットは互いに向き合うで送信機の出力で使います。はテストの目的で送信機の出力で使います。あり付けませんが、相対値ではありませんが、相対値として測定できます。　キットは互いに向き合うとして読めるようにします。　これは決して測定できます。　キットは互いに向き合うで送信機の出力で使います。きます。　キャパシタ キットの目的で送信機の出力で使います。はテストの目的で送信機の出力で使います。互いに向き合ういに接続された向き合うき合うう 2 つの取り付け同じじ
PCB（デジタル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してプリントの目的で送信機の出力で使います。基板）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してを作るため、並列に接続された使います。い、抵抗をから構成されます。　また、単純なダイオード部品をサンドイッチするように挟みます。を作るため、並列に接続されたサンドイッチするように挟みます。するように接続された挟みます。みます。

2.   部品リストリスト  

R1-R20 1K 1% 1W の取り付け抵抗をから構成されます。　また、単純なダイオード
D1 1N4004 ダイオード
C1 10nF キャパシタ
1x BNC コネク電圧のター
2x PCB (2 つの取り付け全く同じく同じ同じじ PCB を作るため、並列に接続された使います。います)



3.   組み立て方み立て方立て方て方方  

この取り付けキットの目的で送信機の出力で使います。の取り付け組み立ては全く簡単です。　以下の、部品配置図とプリント基板トラック図を参照して、み立ては全く簡単です。　以下の、部品配置図とプリント基板トラック図を参照して、て読めるようにします。　これは決してはテストの目的で送信機の出力で使います。全く同じく同じ簡単で送信機の出力で使います。す。　キャパシタ 以下の、部品配置図とプリント基板トラック図を参照して、の取り付け、部品をサンドイッチするように挟みます。配置図とプリント基板トラック図を参照して、とプリントの目的で送信機の出力で使います。基板トの目的で送信機の出力で使います。ラック電圧の図とプリント基板トラック図を参照して、を作るため、並列に接続された参照して、して読めるようにします。　これは決して、
注意して手順に従ってください。して読めるようにします。　これは決して手順に従ってください。に接続された従ってください。って読めるようにします。　これは決してく同じださい。

3.1 Inventory kit

最初にキット内の部品をチェックしてそれぞれを識別してください。に接続されたキットの目的で送信機の出力で使います。内の部品をチェックしてそれぞれを識別してください。の取り付け部品をサンドイッチするように挟みます。を作るため、並列に接続されたチするように挟みます。ェック電圧のして読めるようにします。　これは決してそれぞれを作るため、並列に接続された識別してください。して読めるようにします。　これは決してく同じださい。
22 個のの取り付け抵抗をから構成されます。　また、単純なダイオードがキットの目的で送信機の出力で使います。に接続された入っていますが、って読めるようにします。　これは決していますが、2 個のはテストの目的で送信機の出力で使います。予備です。　予備は不で送信機の出力で使います。す。　キャパシタ 予備です。　予備は不はテストの目的で送信機の出力で使います。不
具合うの取り付けある部品をサンドイッチするように挟みます。があった場合う等に使います。　に接続された使います。います。　キャパシタ PCB はテストの目的で送信機の出力で使います。繋がったままがったまま
入っていますが、って読めるようにします。　これは決しています。中央に切れ目が入っているので、に接続された切れ目が入っているので、れ目が入っていますが、って読めるようにします。　これは決しているの取り付けで送信機の出力で使います。、2 つに接続された分けてくださいけて読めるようにします。　これは決してく同じださい。
3.2 ダイオード D1 と　キャパシタ キャパシタ C1　キャパシタ の取り付け取り付けり付け付けけ

PCB の取り付け一つを底部つを作るため、並列に接続された底部 PCB として読めるようにします。　これは決して決してめます。
印刷されたシルクスクリーンを上にして部品を取り付されたシル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してク電圧のスク電圧のリーンを作るため、並列に接続された上にして部品を取り付に接続されたして読めるようにします。　これは決して部品をサンドイッチするように挟みます。を作るため、並列に接続された取り付けり付け付け
けます。（デジタル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決して右図とプリント基板トラック図を参照して、）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決して　キャパシタ ダイオード D1 を作るため、並列に接続された上にして部品を取り付図とプリント基板トラック図を参照して、の取り付けように接続された曲
げ、PCB 上にして部品を取り付に接続された縦に立つように取り付けます。　に接続された立ては全く簡単です。　以下の、部品配置図とプリント基板トラック図を参照して、つように接続された取り付けり付け付けけます。　キャパシタ D1 と
C1 を作るため、並列に接続された半田付けけします。
RF　キャパシタ Out 用のの取り付け BNC コネク電圧のターはテストの目的で送信機の出力で使います。必要ならばオプショなダイオードら構成されます。　また、単純なダイオードばオプショオプショ
ンとして読めるようにします。　これは決して取り付けり付け付けけて読めるようにします。　これは決して構いません。
恐らくら構成されます。　また、単純なダイオードく同じ RF　キャパシタ In と標記した方が適切だったでしょう。　このダミーロードを、した方が適切だったでしょう。　このダミーロードを、が適切れ目が入っているので、だったで送信機の出力で使います。しょう。　キャパシタ この取り付けダミーロードを作るため、並列に接続された、BNC-同じ軸-BNC ケーブル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決して、
またはテストの目的で送信機の出力で使います。、アダプターで送信機の出力で使います。送信機の出力で使います。に接続された繋がったままぐかもしれませんし、ダミーロードを作るため、並列に接続されたボック電圧のスに接続された入っていますが、れて読めるようにします。　これは決して使います。うかもしれ
ません。　キャパシタ その取り付けようなダイオード場合うはテストの目的で送信機の出力で使います。 BNC コネク電圧のターを作るため、並列に接続されたキットの目的で送信機の出力で使います。に接続された取り付けり付けつけなダイオードいこともあり付け得ます。ます。



3.3   抵抗の取り付け　の取り付け　取り付け　り付け　付け　け　  R1-R20, 1K   抵抗の取り付け　  

底部 PCB に接続された 20 個のの取り付け抵抗をから構成されます。　また、単純なダイオードを作るため、並列に接続された取り付けり付け付けけ半田付けけ
します。　キャパシタ 抵抗をから構成されます。　また、単純なダイオードの取り付けワイヤをスルーホールに入を作るため、並列に接続されたスル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してーホール電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してに接続された入っていますが、
れ、抵抗をから構成されます。　また、単純なダイオードの取り付けボディーが PCB 上にして部品を取り付に接続された座るようにしるように接続されたし
ます。
ワイヤをスルーホールに入の取り付け長さを短くすると、高い周波数でのさを作るため、並列に接続された短くすると、高い周波数でのく同じすると、高い周波数でのい周波数でので送信機の出力で使います。の取り付け
効率を損なう浮遊インダクタンスを減らすのを作るため、並列に接続された損なう浮遊インダクタンスを減らすのなダイオードう浮遊インダクタンスを減らすのインダク電圧のタンスを作るため、並列に接続された減らすのら構成されます。　また、単純なダイオードすの取り付け
に接続された役立ては全く簡単です。　以下の、部品配置図とプリント基板トラック図を参照して、ちます。　キャパシタ PCB の取り付け裏側の余剰ワイヤはの取り付け余剰ワイヤはワイヤをスルーホールに入はテストの目的で送信機の出力で使います。
カットの目的で送信機の出力で使います。します。　キャパシタ 半田部を作るため、並列に接続されたよく同じチするように挟みます。ェック電圧のして読めるようにします。　これは決して
く同じださい。　キャパシタ これら構成されます。　また、単純なダイオードの取り付け抵抗をから構成されます。　また、単純なダイオード部品をサンドイッチするように挟みます。はテストの目的で送信機の出力で使います。通常使います。うも
の取り付けより付けも大きいので、より多くの熱が要ります。きいの取り付けで送信機の出力で使います。、より付け多くの熱が要ります。く同じの取り付け熱が要ります。が要ならばオプショり付けます。
良い半田ジョイントに仕上げるためには、少し長い半田ジョイントの目的で送信機の出力で使います。に接続された仕上にして部品を取り付げるために接続されたはテストの目的で送信機の出力で使います。、少し長し長さを短くすると、高い周波数での
めに接続された半田ごて読めるようにします。　これは決してを作るため、並列に接続された当てる必要があるでしょうて読めるようにします。　これは決してる必要ならばオプショがあるで送信機の出力で使います。しょう。
3.4   ジャンパー　  W2-W3   を上部上部      PCB      

に取りつける取り付け　り付け　つける
ジャンパ ー ワイ ヤをスルーホールに入 を作るため、並列に接続された 上にして部品を取り付 部 PCB だ け の取り付け W2-

W3 間に取りつけます。　このジャンパーに接続された取り付けり付けつけます。　キャパシタ この取り付けジャンパー
はテストの目的で送信機の出力で使います。底部 PCB に接続されたはテストの目的で送信機の出力で使います。取り付けり付け付けけて読めるようにします。　これは決してはテストの目的で送信機の出力で使います。いけません！
この取り付けワイヤをスルーホールに入はテストの目的で送信機の出力で使います。並列に接続された抵抗をから構成されます。　また、単純なダイオードの取り付けトの目的で送信機の出力で使います。ップエンドを作るため、並列に接続された上にして部品を取り付
部 PCB の取り付け端に巡らせたグランド平面に接続しています。に接続された巡らせたグランド平面に接続しています。ら構成されます。　また、単純なダイオードせたグランド平面に接続しています。に接続された接続されたして読めるようにします。　これは決しています。
3.5   上部   PCB      に取りつける取り付け　り付け　つけるために取りつけるワイヤをトリミングするを上部トリミングするする  

さて読めるようにします。　これは決して、簡単に接続されたで送信機の出力で使います。きて読めるようにします。　これは決していることが最も難しくなる組み立しく同じなダイオードる組み立ては全く簡単です。　以下の、部品配置図とプリント基板トラック図を参照して、み立ては全く簡単です。　以下の、部品配置図とプリント基板トラック図を参照して、
て読めるようにします。　これは決して部分けてくださいに接続された来ました； ました； 
これら構成されます。　また、単純なダイオードすべて読めるようにします。　これは決しての取り付け曲がった抵抗をから構成されます。　また、単純なダイオード部品をサンドイッチするように挟みます。の取り付けワイヤをスルーホールに入を作るため、並列に接続された並べて読めるようにします。　これは決して上にして部品を取り付
部 PCB の取り付け対応するスルーホールに取りつけます！するスル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してーホール電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してに接続された取り付けり付けつけます！
迷惑で退屈な作業です。　幸いにして、これを簡単にで送信機の出力で使います。退屈な作業です。　幸いにして、これを簡単になダイオード作るため、並列に接続された業です。　幸いにして、これを簡単にで送信機の出力で使います。す。　キャパシタ 幸いにして、これを簡単にいに接続されたして読めるようにします。　これは決して、これを作るため、並列に接続された簡単に接続された
やって読めるようにします。　これは決しての取り付けける救命的で送信機の出力で使います。解決して法を見つけました。を作るため、並列に接続された見つけました。つけました。
RF コネク電圧のターを作るため、並列に接続された向き合うこう側の余剰ワイヤは（デジタル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決して自分けてくださいと反対側の余剰ワイヤは）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してに接続された向き合うけて読めるようにします。　これは決して
底部 PCB を作るため、並列に接続された持ちます。　ちます。　キャパシタ 5 つの取り付け列に接続されたに接続されたあるワイヤをスルーホールに入を作るため、並列に接続された、
右の取り付け写真にあるように、長さを少しづつ長くしてカッに接続されたあるように接続された、長さを短くすると、高い周波数でのさを作るため、並列に接続された少し長しづつ長さを短くすると、高い周波数でのく同じして読めるようにします。　これは決してカッ
トの目的で送信機の出力で使います。します。
一つを底部番左の列は約の取り付け列に接続されたはテストの目的で送信機の出力で使います。約 1㎝長さを短くすると、高い周波数での、一つを底部番右の取り付け列に接続されたはテストの目的で送信機の出力で使います。カットの目的で送信機の出力で使います。しなダイオードいままで送信機の出力で使います。す。　キャパシタ 中間に取りつけます。　このジャンパーの取り付け列に接続されたはテストの目的で送信機の出力で使います。順に従ってください。順に従ってください。に接続された長さを短くすると、高い周波数でのく同じして読めるようにします。　これは決しておきます。



3.6   上部   PCB   を上部抵抗の取り付け　の取り付け　上部に取りつける取り付け　り付け　付け　ける  

さて読めるようにします。　これは決して、20本のワイヤをの取り付けワイヤをスルーホールに入を作るため、並列に接続された PCB の取り付けスル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してーホール電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してに接続された簡単に接続された合うわせて読めるようにします。　これは決して入っていますが、れら構成されます。　また、単純なダイオードれる方が適切だったでしょう。　このダミーロードを、法を見つけました。が分けてくださいかったで送信機の出力で使います。しょう。
確なパワー値ではありませんが、相対値として測定できます。　キットは互いに向き合う認してください。　上部して読めるようにします。　これは決してく同じださい。　キャパシタ 上にして部品を取り付部 PCB はテストの目的で送信機の出力で使います。、シル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してク電圧のスク電圧のリーン印刷されたシルクスクリーンを上にして部品を取り付面に接続しています。を作るため、並列に接続された下の、部品配置図とプリント基板トラック図を参照して、に接続されたして読めるようにします。　これは決して、底部 PCB の取り付け方が適切だったでしょう。　このダミーロードを、を作るため、並列に接続された向き合ういて読めるようにします。　これは決していま
すね。　キャパシタ 写真にあるように、長さを少しづつ長くしてカッを作るため、並列に接続された見つけました。て読めるようにします。　これは決して確なパワー値ではありませんが、相対値として測定できます。　キットは互いに向き合う認してください。　上部して読めるようにします。　これは決してく同じださい。
PCB を作るため、並列に接続された傾けて、右端のワイヤ（一番長いワイヤ）の列を穴に挿入することから始めます。けて読めるようにします。　これは決して、右端に巡らせたグランド平面に接続しています。の取り付けワイヤをスルーホールに入（デジタル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決して一つを底部番長さを短くすると、高い周波数でのいワイヤをスルーホールに入）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決しての取り付け列に接続されたを作るため、並列に接続された穴に挿入することから始めます。に接続された挿入っていますが、することから構成されます。　また、単純なダイオード始めます。めます。
4本のワイヤをの取り付けワイヤをスルーホールに入を作るため、並列に接続された整列に接続されたさせるだけで送信機の出力で使います。す！　キャパシタ 穴に挿入することから始めます。に接続された入っていますが、れたら構成されます。　また、単純なダイオードワイヤをスルーホールに入を作るため、並列に接続された押し込み、し込み、み、PCB が次の列のの取り付け列に接続されたの取り付け 4本のワイヤをの取り付けワイヤをスルーホールに入
に接続された来ました； るように接続されたします。　キャパシタ また整列に接続されたさせて読めるようにします。　これは決して押し込み、し込み、みます。　キャパシタ これを作るため、並列に接続された続されたけて読めるようにします。　これは決して 20本のワイヤをの取り付けワイヤをスルーホールに入がすべて読めるようにします。　これは決しての取り付け穴に挿入することから始めます。に接続された
入っていますが、り付けます。　キャパシタ 下の、部品配置図とプリント基板トラック図を参照して、左の列は約の取り付け写真にあるように、長さを少しづつ長くしてカッ：整列に接続されたの取り付け様子。　キャパシタ 下の、部品配置図とプリント基板トラック図を参照して、右の取り付け写真にあるように、長さを少しづつ長くしてカッ：結果。

さて読めるようにします。　これは決して、すべて読めるようにします。　これは決しての取り付けワイヤをスルーホールに入が所定できます。　キットは互いに向き合うの取り付け位置に接続された並びました。　キャパシタ 各ワイヤを半田付けします。　そして余分のワイワイヤをスルーホールに入を作るため、並列に接続された半田付けけします。　キャパシタ そして読めるようにします。　これは決して余分けてくださいの取り付けワイ
ヤをスルーホールに入はテストの目的で送信機の出力で使います。ワイヤをスルーホールに入カッターで送信機の出力で使います。カットの目的で送信機の出力で使います。します。
最初にキット内の部品をチェックしてそれぞれを識別してください。はテストの目的で送信機の出力で使います。角にある抵抗から半田付けしていくのが良い方法です。　そしてに接続されたある抵抗をから構成されます。　また、単純なダイオードから構成されます。　また、単純なダイオード半田付けけして読めるようにします。　これは決していく同じの取り付けが良い半田ジョイントに仕上げるためには、少し長い方が適切だったでしょう。　このダミーロードを、法を見つけました。で送信機の出力で使います。す。　キャパシタ そして読めるようにします。　これは決して 2枚のの取り付け PCB の取り付け並び具合うを作るため、並列に接続された確なパワー値ではありませんが、相対値として測定できます。　キットは互いに向き合うかめ
た後に残りのに接続された残りのり付けの取り付け 16 個のの取り付け抵抗をから構成されます。　また、単純なダイオードを作るため、並列に接続された順に従ってください。位半田付けけします。　キャパシタ PCB はテストの目的で送信機の出力で使います。適切れ目が入っているので、に接続された互いに向き合ういに接続された平行い、して読めるようにします。　これは決している方が適切だったでしょう。　このダミーロードを、が綺麗に見えに接続された見つけました。え
ます。
3.7   最後のジャンパーワイヤー接続を取り付けるの取り付け　ジャンパーワイヤをトリミングするー接続を取り付けるを上部取り付け　り付け　付け　ける  

最後に残りのの取り付け大きいので、より多くの熱が要ります。変重要ならばオプショなダイオード手順に従ってください。で送信機の出力で使います。す。　キャパシタ 上にして部品を取り付部 PCB の取り付け抵抗をから構成されます。　また、単純なダイオード端に巡らせたグランド平面に接続しています。を作るため、並列に接続された、
底部 PCB の取り付けグランド平面に接続しています。に接続された接続されたするワイヤをスルーホールに入を作るため、並列に接続された取り付けり付け付け
けます！　キャパシタ これがなダイオードいと、抵抗をから構成されます。　また、単純なダイオード端に巡らせたグランド平面に接続しています。と BNCソケットの目的で送信機の出力で使います。の取り付け
グランド間に取りつけます。　このジャンパーが接続されたされません！　キャパシタ これを作るため、並列に接続された行い、う最も簡単
なダイオード方が適切だったでしょう。　このダミーロードを、法を見つけました。はテストの目的で送信機の出力で使います。、予備です。　予備は不の取り付け抵抗をから構成されます。　また、単純なダイオード部品をサンドイッチするように挟みます。の取り付け足のの取り付け 1本のワイヤをを作るため、並列に接続された使います。うことで送信機の出力で使います。す。
この取り付けジャンパーワイヤをスルーホールに入を作るため、並列に接続された、他のすべ他の部品が半田付の取り付けすべ他のすべ他の部品が半田付の取り付け部品をサンドイッチするように挟みます。が半田付け
けされて読めるようにします。　これは決している PCB サンドイッチするように挟みます。に接続された、1度だけ取り付だけ取り付けり付け付け
けるの取り付けが最も簡単だと思われます。　抵抗のワイヤを縦にして、上部われます。　キャパシタ 抵抗をから構成されます。　また、単純なダイオードの取り付けワイヤをスルーホールに入を作るため、並列に接続された縦に立つように取り付けます。　に接続されたして読めるようにします。　これは決して、上にして部品を取り付部 PCB の取り付け正しい穴に挿入することから始めます。（デジタル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してW0 と標記した方が適切だったでしょう。　このダミーロードを、され



て読めるようにします。　これは決している）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してから構成されます。　また、単純なダイオード、底部 PCB 上にして部品を取り付の取り付け正しい穴に挿入することから始めます。（デジタル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してW1 と標記した方が適切だったでしょう。　このダミーロードを、されて読めるようにします。　これは決している）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してに接続された挿入っていますが、して読めるようにします。　これは決していることを作るため、並列に接続された確なパワー値ではありませんが、相対値として測定できます。　キットは互いに向き合う認してください。　上部して読めるようにします。　これは決してく同じださ
い。
同じじように接続された見つけました。える 2枚のの取り付け PCB はテストの目的で送信機の出力で使います。、シル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してク電圧のスク電圧のリーンの取り付け印刷されたシルクスクリーンを上にして部品を取り付面に接続しています。が互いに向き合ういに接続された向き合うき合うって読めるようにします。　これは決して、この取り付けように接続された並んで送信機の出力で使います。い
るの取り付けで送信機の出力で使います。す。　キャパシタ 上にして部品を取り付部 PCB の取り付け W0 はテストの目的で送信機の出力で使います。底部 PCB の取り付け W1 の取り付け真にあるように、長さを少しづつ長くしてカッ上にして部品を取り付に接続された完全く同じに接続された一つを底部致していることが分かるでしょう！して読めるようにします。　これは決していることが分けてくださいかるで送信機の出力で使います。しょう！
上にして部品を取り付部 PCB の取り付け W1、あるいはテストの目的で送信機の出力で使います。、底部 PCB の取り付け W0 に接続されたはテストの目的で送信機の出力で使います。何も繋がっていないことに注意してください！も繋がったままがって読めるようにします。　これは決していなダイオードいことに接続された注意して手順に従ってください。して読めるようにします。　これは決してく同じださい！
上にして部品を取り付の取り付け右の取り付け写真にあるように、長さを少しづつ長くしてカッを作るため、並列に接続された参照して、して読めるようにします。　これは決してく同じださい。
4.   ダミーロードの使用と出力パワーの測定の取り付け　使用と出力パワーの測定と出力パワーの測定出力パワーの測定パワーの取り付け　測定  

パワー計が今使います。用の可能となりました！となダイオードり付けました！
底部 PCB の取り付け露出（デジタル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決して裏）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決して側の余剰ワイヤはに接続された半田付けけされた抵抗をから構成されます。　また、単純なダイオード端に巡らせたグランド平面に接続しています。はテストの目的で送信機の出力で使います。、RF コネク電圧のターの取り付け RF 中央に切れ目が入っているので、ピンに接続された接続されたされて読めるようにします。　これは決している
ことに接続された注意して手順に従ってください。して読めるようにします。　これは決してく同じださい。　キャパシタ 上にして部品を取り付部 PCB の取り付け露出（デジタル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決して上にして部品を取り付）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決して側の余剰ワイヤはに接続された半田付けけされた抵抗をから構成されます。　また、単純なダイオード端に巡らせたグランド平面に接続しています。はテストの目的で送信機の出力で使います。、RF コネク電圧のターの取り付けグ
ランドに接続された接続されたされ、また、両 PCB の取り付け端に巡らせたグランド平面に接続しています。を作るため、並列に接続された取り付けり付け巻いているグランド平面に接続され、また、両いて読めるようにします。　これは決しているグランド平面に接続しています。に接続された接続されたされ、また、両 PCB の取り付け角にある抵抗から半田付けしていくのが良い方法です。　そして
の取り付け錫メッキされた穴に接続されています。メッ キ さ れ た穴に挿入することから始めます。に接続された 接 続された さ れ て読めるようにします。　これは決して い ま す。
DVM（デジタル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してまたはテストの目的で送信機の出力で使います。可動コイルメーター）を接続してコイル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してメーター）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してを作るため、並列に接続された接続されたして読めるようにします。　これは決して
パワー測定できます。　キットは互いに向き合うを作るため、並列に接続されたするために接続されたはテストの目的で送信機の出力で使います。、DVM の取り付けプローブを作るため、並列に接続された
底部 PCB 上にして部品を取り付に接続された標記した方が適切だったでしょう。　このダミーロードを、されて読めるようにします。　これは決している“PWR” Pad と
“GND” Pad に接続された接続されたします。（デジタル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してD1 と C1 を作るため、並列に接続された取り付けり付け
付けけたところで送信機の出力で使います。す）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決して。
測定できます。　キットは互いに向き合うされる電圧のはテストの目的で送信機の出力で使います。ピーク電圧の電圧ので送信機の出力で使います。す。
理論的で送信機の出力で使います。に接続されたはテストの目的で送信機の出力で使います。、この取り付け数での値ではありませんが、相対値として測定できます。　キットは互いに向き合うを作るため、並列に接続された下の、部品配置図とプリント基板トラック図を参照して、記した方が適切だったでしょう。　このダミーロードを、の取り付け出力で使います。パワーの取り付け計
算に使うことができます；に接続された使います。うことがで送信機の出力で使います。きます；
Power = peak voltage * peak voltage / 100).

例えば、今ピーク電圧えばオプショ、今ピーク電圧の電圧の 20V を作るため、並列に接続された測定できます。　キットは互いに向き合うしたとしましょう。　キャパシタ すると出力で使います。パワーはテストの目的で送信機の出力で使います。 4W に接続されたなダイオードり付けます。
しかし、これはテストの目的で送信機の出力で使います。正確なパワー値ではありませんが、相対値として測定できます。　キットは互いに向き合うなダイオードパワー測定できます。　キットは互いに向き合う回路ではありません！　　有益な相対的パワー表示を提供するでしょで送信機の出力で使います。はテストの目的で送信機の出力で使います。あり付けません！　キャパシタ 　キャパシタ 有益な相対的パワー表示を提供するでしょなダイオード相対的で送信機の出力で使います。パワー表示を提供するでしょを作るため、並列に接続された提供するでしょするで送信機の出力で使います。しょ
うが、正確なパワー値ではありませんが、相対値として測定できます。　キットは互いに向き合う性を望むのでしたら、正確なパワー計に対して注意深くキャリブレーションをする必要があを作るため、並列に接続された望むのでしたら、正確なパワー計に対して注意深くキャリブレーションをする必要があむの取り付けで送信機の出力で使います。したら構成されます。　また、単純なダイオード、正確なパワー値ではありませんが、相対値として測定できます。　キットは互いに向き合うなダイオードパワー計に接続された対して読めるようにします。　これは決して注意して手順に従ってください。深くキャリブレーションをする必要があく同じキャリブレーションを作るため、並列に接続されたする必要ならばオプショがあ
るで送信機の出力で使います。しょう。　キャパシタ シリコンダイオード（デジタル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決して1N4004）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決しての取り付け名目電圧の降下の、部品配置図とプリント基板トラック図を参照して、はテストの目的で送信機の出力で使います。　キャパシタ 0.6 か 0.7 で送信機の出力で使います。す。　キャパシタ が、この取り付け値ではありませんが、相対値として測定できます。　キットは互いに向き合うはテストの目的で送信機の出力で使います。
部品をサンドイッチするように挟みます。に接続されたよって読めるようにします。　これは決して異なります。　さらに、この値は、ダイオードに流れる電流にも依存して変化し、使うなダイオードり付けます。　キャパシタ さら構成されます。　また、単純なダイオードに接続された、この取り付け値ではありませんが、相対値として測定できます。　キットは互いに向き合うはテストの目的で送信機の出力で使います。、ダイオードに接続された流とピーク電圧のれる電流とピーク電圧のに接続されたも依存して変化し、使うして読めるようにします。　これは決して変化を行い、し、使います。う D

ＶＭ入力の抵抗にも依存しようとします。　回路中のキャパシタの結果として入っていますが、力で使います。の取り付け抵抗をから構成されます。　また、単純なダイオードに接続されたも依存して変化し、使うしようとします。　キャパシタ 回路ではありません！　　有益な相対的パワー表示を提供するでしょ中の取り付けキャパシタの取り付け結果として読めるようにします。　これは決して RＣ-フィル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してタリング　キャパシタ ア
ク電圧のションも発生し、したがって周波数依存もあるということになります。　ですから、私が言うようにし、したがって読めるようにします。　これは決して周波数での依存して変化し、使うもあるということに接続されたなダイオードり付けます。　キャパシタ で送信機の出力で使います。すから構成されます。　また、単純なダイオード、私が言うようにが言うようにうように接続された、
奇跡を期待しないことです。　このパワー計は出力パワーの表示を提供することはできるが、それは正を作るため、並列に接続された期待しないことです。　このパワー計は出力パワーの表示を提供することはできるが、それは正しなダイオードいことで送信機の出力で使います。す。　キャパシタ この取り付けパワー計はテストの目的で送信機の出力で使います。出力で使います。パワーの取り付け表示を提供するでしょを作るため、並列に接続された提供するでしょすることはテストの目的で送信機の出力で使います。で送信機の出力で使います。きるが、それはテストの目的で送信機の出力で使います。正
確なパワー値ではありませんが、相対値として測定できます。　キットは互いに向き合うで送信機の出力で使います。も矛盾のないものでもないのです。　期待すべきものの例としては、下記のグラフの取り付けなダイオードいもの取り付けで送信機の出力で使います。もなダイオードいの取り付けで送信機の出力で使います。す。　キャパシタ 期待しないことです。　このパワー計は出力パワーの表示を提供することはできるが、それは正すべきもの取り付けの取り付け例えば、今ピーク電圧として読めるようにします。　これは決してはテストの目的で送信機の出力で使います。、下の、部品配置図とプリント基板トラック図を参照して、記した方が適切だったでしょう。　このダミーロードを、の取り付けグラフ 2表はテストの目的で送信機の出力で使います。、ここで送信機の出力で使います。
テストの目的で送信機の出力で使います。した（デジタル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してそして読めるようにします。　これは決して構築中に接続された写真にあるように、長さを少しづつ長くしてカッを作るため、並列に接続されたとり付け、この取り付け組み立ては全く簡単です。　以下の、部品配置図とプリント基板トラック図を参照して、み立ては全く簡単です。　以下の、部品配置図とプリント基板トラック図を参照して、て読めるようにします。　これは決してマニュアル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してに接続されたイラストの目的で送信機の出力で使います。するための取り付け）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決して1 つの取り付けダ
ミーロードキットの目的で送信機の出力で使います。の取り付け私が言うようにの取り付け測定できます。　キットは互いに向き合う結果を作るため、並列に接続された示を提供するでしょして読めるようにします。　これは決しています。　キャパシタ 測定できます。　キットは互いに向き合うはテストの目的で送信機の出力で使います。、10MHz で送信機の出力で使います。 RF パワーはテストの目的で送信機の出力で使います。 0.8W から構成されます。　また、単純なダイオード 10W

と変化を行い、しました。
QRP Labs の取り付け 30m 用の LPF を作るため、並列に接続されたパワーアンプの取り付け後に残りのに接続された繋がったままぎ、ダミーロードを作るため、並列に接続された 30m 用の LPF の取り付け出力で使います。に接続された接続されたしまし



た。　キャパシタ DVM 測定できます。　キットは互いに向き合うはテストの目的で送信機の出力で使います。非常に接続された安いい DVM（デジタル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してあり付けふれた黄色いタイプ、コスト数ドル）を使いました。　“正確いタイプ、コストの目的で送信機の出力で使います。数でのドル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決して）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してを作るため、並列に接続された使います。いました。　キャパシタ “正確なパワー値ではありませんが、相対値として測定できます。　キットは互いに向き合う
なダイオード”パワー測定では、パワー測定できます。　キットは互いに向き合うで送信機の出力で使います。はテストの目的で送信機の出力で使います。、100MHz の取り付けバンド幅のデジタルオシロスコープのピークの取り付けデジタル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してオシロスコープの取り付けピーク電圧の-ピーク電圧の測定できます。　キットは互いに向き合うで送信機の出力で使います。測定できます。　キットは互いに向き合うしまし
た。
最初にキット内の部品をチェックしてそれぞれを識別してください。の取り付けグラフ（デジタル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決して赤）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してはテストの目的で送信機の出力で使います。 0.8W から構成されます。　また、単純なダイオード 10W まで送信機の出力で使います。の取り付け全く同じ体測定できます。　キットは互いに向き合うを作るため、並列に接続された示を提供するでしょして読めるようにします。　これは決しています。
2 番目の取り付けグラフ（デジタル電圧計）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決して青）で単純な出力電力として読めるようにします。　これは決してはテストの目的で送信機の出力で使います。全く同じく同じ同じ一つを底部の取り付け測定できます。　キットは互いに向き合うで送信機の出力で使います。すが、非常に接続された低い領域のい領域のの取り付け 1W から構成されます。　また、単純なダイオード 400mW まで送信機の出力で使います。を作るため、並列に接続されたズームして読めるようにします。　これは決して
います。
再度リマインダー：これらの測定結果は例として挙げただけです。　結果はデバイスや何らかの周波数リマインダー：これらの測定結果は例として挙げただけです。　結果はデバイスや何らかの周波数これらの取り付け　測定結果は例として挙げただけです。　結果はデバイスや何らかの周波数は例として挙げただけです。　結果はデバイスや何らかの周波数例として挙げただけです。　結果はデバイスや何らかの周波数と出力パワーの測定して方挙げただけです。　結果はデバイスや何らかの周波数げただけです。　結果は例として挙げただけです。　結果はデバイスや何らかの周波数は例として挙げただけです。　結果はデバイスや何らかの周波数デバイスや何らかの周波数何らかの周波数らかの取り付け　周波数
依存によっても変わります。　この単純な方法での正確なパワー測定に期待しないでください。　さもに取りつけるよって方も変わります。　この単純な方法での正確なパワー測定に期待しないでください。　さも変わります。　この単純な方法での正確なパワー測定に期待しないでください。　さもわり付け　ます。　この取り付け　単純な方法での正確なパワー測定に期待しないでください。　さもな方法での正確なパワー測定に期待しないでください。　さも方法での正確なパワー測定に期待しないでください。　さもでの取り付け　正確なパワー測定に期待しないでください。　さもな方法での正確なパワー測定に期待しないでください。　さもパワー測定に取りつける期待しないでください。　さもしな方法での正確なパワー測定に期待しないでください。　さもいでください。　さも変わります。　この単純な方法での正確なパワー測定に期待しないでください。　さも
な方法での正確なパワー測定に期待しないでください。　さもくば、既知の正確なパワー計で較正してください。既知の正確なパワー計で較正してください。の取り付け　正確なパワー測定に期待しないでください。　さもな方法での正確なパワー測定に期待しないでください。　さもパワー計で較正してください。で較正して方ください。



5.   資料  

情報と最新のアップデートについては、下記のキット頁を参照してください。と最新のアップデートについては、下記のキット頁を参照してください。の取り付けアップデートの目的で送信機の出力で使います。に接続されたついて読めるようにします。　これは決してはテストの目的で送信機の出力で使います。、下の、部品配置図とプリント基板トラック図を参照して、記した方が適切だったでしょう。　このダミーロードを、の取り付けキットの目的で送信機の出力で使います。頁を参照してください。を作るため、並列に接続された参照して、して読めるようにします。　これは決してく同じださい。
http://qrp-labs.com/dummyload

文書の終わりの取り付け終わりわり付け

http://qrp-labs.com/dummyload
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